





団以外の教職者も含む）501 名であり、そのうち 124 名から回答を得た（男性 105 名、




尋ねる 1 項目の計 28 項目からなる。なお本調査票については関西学院大学における
人を対象とした臨床・調査・実験研究倫理委員会の審査を経て承認を得ている。また
調査票の問は全体で 28 問あるが、ここではそのすべてを考察したのではなく、紙幅
の制限のため限られた部分だけを取り上げた。具体的に述べると、1 問から 13 問（と
くに 8 問）、14 問と 15 問、19 問と 20 問、23 問と 24 問であった。また本論文は共著
であり、各節の担当は次の通りである。第 1 節は李政元（本学総合政策学部准教授）、




















5 件法（2）の質問項目（「自死についての意識」について尋ねる問 8 ～問 14、および問
16 の計 8 項目）については、選択肢ごとに「思う」＝ 5 点、「やや思う」＝ 4 点、「ど






　表 1 に回答者の属性に関する基礎統計を示した。性別では、「男性」105 名（84.7％）
と多く、女性は 19 名（15.3％）に留まった。年代別では、50 代が 35 名（28.2%）と
最も多く、次いで 60 代の 29 名（23.4％）、40 代の 22 名（17.7％）、30 代の 20 名
（16.1％）と続いた。
　牧会年数別では、「20 年から 29 年」が 34 名（27.4%）と最も多く、次いで「10 年
から 19 年」が 29 名（23.4％）、「1 年から 4 年」の 19 名（15.3％）、「5 年から 9 年」
（ 2 ） 質問に対する評定の選択肢を 5 つ設定し、選択肢は順次、評定の程度が上昇するよう並べる方法。





年代別 「20 代」5.6 %（7 名）　 「30 代」16.1 %（20 名）　 「40 代」17.7 %（22 名）
「50 代」28.2 %（35 名）　 「60 代」23.4 %（29 名）　 「70 代」6.5 %（8 名）
「80 代」2.4 %（3 名） 
牧会年数 「1 年未満」0.8%（1 名）　 「1 年～ 4 年」15.3%（19 名）
「5 年～ 9 年」14.5%（18 名）　 「10 年～ 19 年」23.4%（29 名）
「20 年～ 29 年」27.4%（34 名）　 「30 年～ 39 年」8.1%（10 名）
「40 年～」10.5%（13 名）




「50 人未満」52.4%（65 人）　 「50 人～ 99 人」25.8%（32 人）





属する者が 115 名と回答者の 92.7％を占めている。
　牧会教会の規模を示す現住賠餐会員数別では、「50 人未満」が 65 名（52.4％）と最
も多く、次いで「50 人から 99 名」が 32 名（25.8％）、「100 人から 149 人」は 17 名
（13.7％）と続いている。
ｂ）「自死についての意識」についての基本属性別による比較検討
　「自死についての意識」について尋ねる問 8 ～問 14、および問 16 の計 8 項目につ
いて、性別、牧会教会の規模を示す現住賠餐会員数（現住賠餐会員数が「150 人～
199 人」「200 人～」は観測度数が 5 未満のためこれらを合わせたものを使用した）、
年代別（「80 代」の観測度数は 3 であるため、「70 代」と合わせ「70 代以上」と新た
なカテゴリを作成した）に t 検定と一元配置の分散分析を施した。
　性別ごとに「自死についての意識」について尋ねる問 8 ～問 14、および問 16 の計
















の平均値＝ 3.36 と最も高く、かつこれは 40
代と 50 代のそれより統計的有意に高い（70
（ 4 ） 3 群以上の平均値の間に統計的有意差があるか否かを検討する分析法。





























代平均値－ 30 代平均値＝ 1.182, p<.01；70 代平均値－ 40 代平均値＝ 1.221, p<.01）こ
とが示された。なお、図 2 のエラーバー（6）が示す通り、30 代から年齢が上がるにつ
れ、平均値が下降し、50 代で反転し、60 代そして 70 代以上と平均値が上昇している
ことがわかる。つまり、年齢が 20 から 30 代の者は「「自殺したいと」と口にする人
は、本当は自ら命を絶つことはないと思う」と考える傾向があるが、40 代と 50 代の
者はこのような認識に対して否定的な傾向を示し、60 代そして 70 代と年齢が上がる
につれ再び先の認識を支持する傾向が強くなり、年齢が上昇するにつれ得点が U 字
型に変化しているのである。
　問 14 についても年代グループのすべてのペアについて平均値を Tamhane 検定によ
り多重比較したところ、70 代以上のグループの平均値＝ 4.55 と最も高く、かつこれ
は 30 代、40 代、50 代そして 60 代のそれより統計的に有意に高い（70 代平均値－ 30
代平均値＝ 1.295, p<.05；70 代平均値－ 40 代平均値＝ 1.688, p<.01；70 代平均値－ 50
代平均値＝ 1.860, p<.01；70 代平均値－ 60 代平均値＝ 1.331, p<.05）ことが示された。
なお、図 2 のエラーバーが示す通り、20 代から年齢が上がるにつれ、平均値が下降
し 50 代で反転、60 代そして 70 代以上と平均値が上昇していることがわかる。つま
り、年齢が 20 代の者は「自死はキリスト教の教えに反する」という考えを支持する
傾向にあるが、30 代、40 代、そして 50 代と年齢が上がるにつれこのような考え方に















（ 6 ） ここでは、平均値が 95% の確率で発生する範囲（95% 信頼区間と呼ぶ）棒で示したグラフを指す。












教えに反する」について 70 代以上の者が最もこれを強く支持する傾向にあり、12 年
前には既に高齢期に差し掛かっていた教職者は、既に獲得されている「自死はキリス
ト教の教えに反する」という価値観を保持していると考えることができる。














































































































































































































題を明らかにすることである。また続く問 15 では、原則として問 14 の①あるいは②
を選択した方にその理由の記述を求めた。





が、そのうち①と②を選択した方は 52 名であって、約 4 割の教職者が自死・自殺は
キリスト教の教えに反すると考えていることが分かる。では他の 72 名は自死・自殺
がキリスト教の教えに反してはいない







図 1　問 8「命を絶つことはない」の年代別比較 図 2　問 14「教えに反する」の年代別比較
（李政元）
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M 2.43 3.71 1.71 4.71 2.43 1.43 3.57 2.86 
N 7 7 7 7 7 7 7 7 
SD .976 1.254 1.113 .488 1.397 .787 1.397 1.345 
30
代 
M 2.75 3.55 2.10 4.20 2.75 1.85 3.25 2.85 
N 20 20 20 20 20 20 20 20 
SD 1.333 1.356 .718 .768 1.372 1.226 1.209 1.348 
40
代 
M 2.18 2.41 2.71 4.32 2.43 1.55 2.86 2.76 
N 22 22 21 22 21 22 21 21 
SD 1.053 1.403 1.384 .780 1.287 .739 1.389 1.446 
50
代 
M 2.14 2.80 2.23 4.34 2.71 1.57 2.69 2.47 
N 35 35 35 35 35 35 35 32 
SD 1.167 1.587 1.285 .968 1.319 1.092 1.301 1.344 
60
代 
M 2.61 2.75 2.21 4.48 2.64 1.69 3.21 2.34 
N 28 28 29 29 28 29 28 29 





M 3.36 3.00 2.36 4.09 3.64 2.55 4.55 2.70 
N 11 11 11 11 11 11 11 10 
SD 
.674 1.414 1.629 .701 1.362 .820 .820 1.160 
F 値 2.373* 1.735 0.877 0.788 1.218 1.992 3.520** .532 
* p<.05, **p<.01 
 
図 1 問 8「命を絶つことはない」の年代別比較 
 
図 2 問 14「教えに反する」の年代別比較 
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M 2.43 .71 1 4 2.43 1 3.57 2.86 
N 7 7 7 7 7 
SD .976 1.254 113 .488 1 397 78  1.397 1.345 
30
代 
M 2.75 3.55 2 10 4 2 2.75 1 8 3.25 2.85 
N 20 20 20 20 20 
SD 1.333 1.356 .718 6 1 372 226 1.209 1.348 
40
代 
M 2.18 2.41 7 4 32 2.43 1 55 2.86 2.76 
N 22 22 1 2 21 2 21 21 
SD 1.053 1.403 384 .780 1 2 7 739 1.389 1.446 
50
代 
M 2.14 2.80 23 4 34 2.71 1 57 2.69 2.47 
N 35 35 35 35 32 
SD 1.167 1.587 2 5 .968 1 319 092 1.301 1.344 
60
代 
M 2.61 2.75 21 4 48 2.64 1 9 3.21 2.34 
N 28 28 9 28 9 28 29 





M 3.36 3.00 2 36 4 09 3.64 2 55 4.55 2.70 
N 11 11 11 11 10 
SD 
.674 1.414 629 .701 1 362 820 .820 1.160 
F 値 2.373* 1.735 0 877 788 1.218 992 3.520** .532
* p<.05, * p<.01 
 
図 1 問 8「命を絶つことはない」の年代別比較 
 





































なものを挙げているのだろうか。ここで問 15 の考察に移りたい。記述総数は 52 名で
あり、先ほど言及した問 14 に無回答で記述した 1 名、問 14 で⑤の回答者で記述した















































































































のは 67 名、無記入のもの 7 名であった。約 4 割の方が、自死に関連した相談を受け
た経験があるとの結果である。続けて問 24 では、問 23 で①あると回答された方に、
その相談内容と対応について自由記述式に記入を求めた。問 24 に記入のあったもの
は 50 名であったが、問 23 に①ある、と回答し、問 24 に未記入のものが 2 名あった。
また、問 23 に②ないと回答し問 24 に記入回答したものが 1 名、問 23 に未記入で問
24 に記入回答したものが 1 名あった。ここでは、問 24 に記入回答したもののうち、
自死予防の体験について述べられていると判断した 49 名の回答について報告する。







































































































　問 19 では「自死者の葬儀を行ったことがありますか」と尋ね、①ある、42 名、②






































































































































































自死者は 100 人いたら 100 人とも状況が違い、遺族も一人一人捉え方も違い、思いも
違う。そのような一人一人違う痛みに寄り添う中では、正しい接し方や答えもなく、
一回一回誠心誠意こめて対応している姿がアンケート結果から浮かび上がってくる。
また教職者も人間である。そして感情を持った人間である。しかしながら、教職者は
自分自身も深い悲しみに陥っているにもかかわらず、死の瞬間から、遺族と共に事後
処理に寄り添ったり、葬儀の準備をしたり、葬儀を行ったり、様々な具体的な対応を
していかなければならない。自分自身の感情にふたをし、具体的対応を行い、そして
それぞれの立場の人達のケアに心を配らなければならない。そんな中で、無意識のう
ちに自分自身の感情を抑圧し、バーンアウトしていくきっかけになることもある。自
分自身も感情を持った人間であること、そして自分の悲しみや思いを分かち合える場
を作ることも今後大切な課題である。また愛する者を亡くし、様々な思いを持ってい
る遺族を目の当たりにし、自分自身の信仰や教理と現実をどのように理解したらいい
のか苦悩している教職者の姿がここでも浮かび上がった。そのような思いを分かち合
える場を作ることも大切な課題であることが今回のアンケート調査を通して明らかに
なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（榎本てる子）
むすび
　今回のアンケートは教会教職者の自死についての意識・認識を調査するものであ
り、その結果はこれからの具体的なプログラムの構築につなげていく予定である。ま
た冒頭に述べたように、今回は検討しなかった問もいくつもあり、特に問 17「自死
に関するこれまでの設問について思うところがあれば、書いてください」、また自死
者の葬儀の後の遺族ケアについてその具体的なケアを自由記述式で尋ねた問 22、ま
た自死について予め知っておきたいことは何かを尋ねた問 25、自死予防、防止、自
死遺族のケアについて公的機関との関わりを尋ねた問 27 について、興味深い回答が
寄せられている。しかしこれらについての考察は他日を期したい。最後に、日々の牧
会のなかで忙しく熱心に仕事をなさっている教会教職者の方々に対して、アンケート
に答えていただいたことに心からの謝意を示して、本論文を閉じることとしたい。
＊本研究は、2010 年度の関西学院大学大学共同研究の助成を受けた「現代社会における自殺
者をめぐる霊的支援者養成プログラムの開発」（研究代表 土井健司）において遂行した研究
の一部である。ここに記して深く謝意を表したい。
